2023年9月6日

10月山行計画書作り【10/21(土)大岳山】
◎今後、自分自身が登山計画を立てる時は
１.計画書策定の目的・効果
　(1)策定時の判断　(体力・下山予定時間・技術)
①登れる山と登りたい山
②登れるコースと登りたいコース
⇒そもそも計画の山は、どの位厳しいの？　装備は何が必要？

　
　例　よくある質問  <同伴登山経験ない人とのパーティー、自身のソロ登山計画　等>

「北アルプス槍ヶ岳に、私は登れますか？」「槍ヶ岳に連れて行ってください」
　
(2)登山中の精神的疲労抑制
　①コースタイムとの進捗比較
  ②地形図上の進捗具合判断　(現在地の標高確認[何合目？、あと高尾山と同じ標高差！])
　③今後のコース強度(時間、地形図判断[斜度・危険個所])
(3)遭難対策　　警察への登山計画書提出
２．計画書の判断ポイント
　(1)前提「自身・パーティーの歩行スビート判断」
　(2)判断ポイント
　①コースタイム
②標高差(単純・累積)
③コース定数
④難易度
３．インターネットの活用　【計画策定・計画書共有・計画書警察提出】
　(1)計画書策定
　　①ヤマケイ　コースタイム　有名コース、計画書共有
　　②コンパス[ガイド協会]　　含む無名コース
 (2)記録・写真・SNS・GPS

　　①YAMAP
　　②ヤマレコ
 (3)難易度ランキング
　①やまクエ
②YAMA HACK
(4)時刻表、運転時間、トイレ
JR東日本(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ時刻表)、バス会社、Yahoo路線情報、Google map
以　　上
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